
AMD搭載の Dell PowerEdgeで 
パフォーマンスと効率性の向上、 
TCOの削減を実現
重要業績評価指標 (KPI)は、 最新世代の Dell PowerEdge サーバーと AMD EPYC™
プロセッサーを備えたハードウェアへと更新することで、 企業がサーバー インフラストラクチャの
パフォーマンス、 効率性、 セキュリティを向上できることを示しています。

技術調査報告
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概要
Forrester Consulting のレポートによると、 少なくとも 3年ごとにサーバーを更新するデータセンターは、 そうでないデータセンターと比較して、 技術上お
よびビジネス上のメリットを得ることができます。 1 それらのメリットには、 パフォーマンス、 効率性、 セキュリティの向上が含まれます。 Prowess 
Consultingは、業界標準のベンチマークと環境評価の結果を検証することで、これらのメリットをさらに調査しました。 この調査に基づき、当社は、サー
バー更新のメリットがそのコストを容易に上回るという Forrester Consulting の意見に同意します。

サーバーを更新するタイミングを決めかねている場合は、 この調査がその決定に役立ちます。 当社は、 3年以上経過した x86 ベースのプロセッサーで
実行されているレガシー サーバーを、 第 4世代 AMD EPYC プロセッサー搭載の Dell PowerEdge サーバーにアップグレードする効果を調査しました。
調査の過程で明らかになったメリットの例は次のとおりです。

•	 ワットあたりのパフォーマンスが最大 232%向上 2

•	 プロセッサー コストを最大 48%削減 3

•	 5:1 のサーバー統合により、 ソフトウェア ライセンス コストを最大 40%削減 4

	

サーバー更新の価値の確認
Forrester Consulting による 2019年のレポートでは、 俊敏性と生産性を高めるために、 データセンターは少なくとも 3年ごとにサーバーを更新する必
要があると判断されています。 1 このオンライン調査では、 サーバーの更新によって得られる多くの技術的メリットが示されました。 また、 サーバーをモダナ
イズおよびアップデートし続ける組織は、 インフラストラクチャへの投資からより大きなメリットが得られる傾向があると結論付けられています。 1 セキュリティ
は、 老朽化したサーバー プラットフォームを持つ企業にとって重要な懸念事項でもあります。 旧世代のプロセッサーは、 最近のセキュリティ脅威からの保
護に必要な最新のセキュリティ機能を備えていない場合があります。

これらの調査結果では、 3年以上経過したプロセッサーを搭載したレガシー サーバーを運用している組織は、 サーバーの更新を検討する余裕がないこ
とが示唆されています。 2023年に革新的なハードウェア テクノロジーがリリースされたため、 Prowess Consultingは今が最新のサーバーとプロセッサー
製品を検討する絶好のタイミングであると考えています。 この記事では、 レガシー サーバー プラットフォームを、 第 4世代 AMD EPYC プロセッサー上に
構築された最新の PowerEdge サーバーにアップグレードする場合のパフォーマンス、 効率性、 セキュリティのメリットについて説明します。

私たちは、 最新世代のサーバー ハードウェアに更新することで得られる潜在的なメリットの特定を目的として、 Dell製サーバーと AMD プロセッサーの一
般的な組み合わせを検討しました。 今回の分析によると、 第 4世代 AMD EPYC プロセッサーを搭載した PowerEdge サーバーへのアップグレードは、
パフォーマンス、 効率性、 セキュリティの向上に役立つことが示されています。 これらの向上を定量化するために、 業界標準のさまざまなベンチマーク、
公開された結果、 環境評価を使用しました。 また、 最新世代のサーバーが提供するセキュリティ上のメリットなど、 サーバーを更新する定性的なメリッ
トも評価しました。

この調査の多くは、 それぞれ 2基のインテル ® Xeon® Platinum 8280 プロセッサーを搭載した 2S 2U の Fujitsu® PRIMERGY® RX2540 M5 サーバー
の 2ノード クラスターから、それぞれ 1基の AMD EPYC 9654Pプロセッサーを搭載した 2S 2UのDell PowerEdge R7615サーバーの 2ノード クラスター
への移行という仮定のアップデート シナリオについて言及しています。 この具体的な比較は、 サーバーの更新がパフォーマンス、 効率性、 セキュリティに
どのように役立つかを分かりやすく示します。

総所有コスト (TCO)

サーバーの所有と実行にかかる総コスト、 およびレガシー サーバーを最新世代にアップグレードすることの価値の相互比較は複雑です。 サーバー更新の
具体的なメリットは、 組織やユースケースによって異なります。 この調査では、 サーバー更新による TCO のメリットを定量化する単一の数値の生成は
試みていませんが、 3～ 5年が経過した x86 プロセッサーから第 4世代 AMD EPYC プロセッサーへのアップグレードにより、 いくつかの重要なメリットが
得られることがわかりました。

•	 5:1 のサーバー統合により、 ソフトウェア ライセンス コストを最大 40%削減 4

•	 パフォーマンス ユニットあたりのソフトウェア ライセンス コストを最大 38%削減 5 

•	 平均エネルギー コストを最大 31%削減 6 
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これらの数字は、サーバーの更新に伴うコスト メリットを示しています。 この分析では、パフォーマンス、効率性、セキュリティの観点で、レガシー サーバー
の更新による具体的なメリットが示されていますが、 これらのすべてのメリットは、 サーバーの所有コストと、 それらの更新で得られるメリットに直接影響し
ます。

パフォーマンスの強化
サーバーの更新により、 TCO を削減しやすくなるとともに、 必要なときに必要なインサイトを入手できるようになります。 新しいプロセッサーは、 コアあたり
のパフォーマンスを向上することができます。 これは、最も要求の厳しい AI およびハイパフォーマンス コンピューティング (HPC) ワークロードを実行しながら、
電力消費と物理的な設置面積を削減できることを意味します。

コアあたりおよびワットあたりのパフォーマンスを向上

複数の世代のハイパフォーマンス プロセッサーを比較した SPEC® ベンチマーキングの結果に基づき、 インテル Xeon Platinum 8280 プロセッサー 2基
（28 コア）を搭載した 2 ソケットの富士通 PRIMERGY RX2540 M5 サーバーを、 1 基の AMD EPYC 9654P プロセッサー（96 コア）を搭載した

PowerEdge R7615 サーバーに更新することで、 コアあたりのパフォーマンスを最大 2倍にできる（102%向上できる）ことがわかりました。 7

rawパフォーマンスは、 サーバーの機能と所有コストの全体像を理解するうえで、 重要な柱となります。 たとえば、 仮想化は引き続き多くの企業にとっ
て重要なワークロードです。 単なる計算処理能力だけでは、 仮想マシン (VM) をホストするサーバーの能力を把握することはできませんが、 依然として
重要な要素です。 この事実を念頭に置いて、 VMmark® 3.x ベンチマーキングの結果を使用して、 仮想化ワークロードのワットあたりのパフォーマンスに
特に注目して同じ更新シナリオを分析しました。 3～ 5年が経過した x86 プロセッサー搭載のサーバーから第 4世代 AMD EPYC プロセッサーへの更
新により、 仮想化ワークロードのワットあたりのパフォーマンスを最大 232%向上できます。 2

1基の AMD EPYC 9654P プロセッサーは、 2基のインテル Xeon Platinum 8280 プロセッサーの合計よりも多くのコアを搭載しています。 ただし、 この
コア数の違いを考慮しても、第 4世代 AMD EPYCプロセッサー搭載の更新されたサーバーは、3～ 5年が経過した x86プロセッサーを搭載したレガシー 
サーバーよりも最大で 93%高いコアあたりのワット パフォーマンスを提供できます。 2 ワットあたりのパフォーマンスとコアあたりのパフォーマンスの向上により、
エネルギー コストまたはサーバー設置面積を縮小して同様のパフォーマンスを得たり、 電力消費量とサーバーの設置面積を同様に保ちながらパフォーマ
ンスを向上させたりすることができます。

  
コアあたりのパフォーマンスが102%向上7

  
ワットあたりのパフォーマンスが232%向上2

  
ワット/コアあたりのパフォーマンスが93%向上2

3～5年経過したx86プロセッサーを第4世代AMD EPYCプロセッサーにアップグレードして得られる効果の最大値︓

  
5:1のサーバー統合でソフトウェア ライセンス コストを40%削減4

  
ソフトウェア ライセンス コストがパフォーマンス単位あたり38%減少5

  
平均エネルギー コストが31%減少6

3～5年経過したx86プロセッサーを第4世代AMD EPYCプロセッサーにアップグレードして得られる効果の最大値︓
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効率性の向上
IT の予算はあらゆる場所で削減されており、 IT組織はより少ない予算でより多くのことを行う必要があります。 つまり、 ハードウェアの効率性向上が、
あらゆる規模の企業にとって非常に重要です。

資本的支出 (CapEx) の削減は、 多くの場合、 サーバーの更新によって効率性を高めようとしている組織にとって最初の検討事項です。 先行コストの
削減は、 サーバーのライフサイクル全体にわたる減価償却コストの削減に反映されます。 この調査からわかったことは、 最新世代のプロセッサーを搭載
したサーバーにアップグレードすると、 実際には従来のシステムよりもコストを削減できるということです。

ここでも、 第 2世代インテル Xeon Platinum 8280 プロセッサーを実行している従来の富士通 PRIMERGY RX2540 M5 サーバーを、 第 4世代
AMD EPYC 9654P プロセッサー搭載の PowerEdge R7615 サーバーに更新した場合を例に考えてみましょう。 サーバーの価格設定は複雑で多次元
ですが、価格の大半はプロセッサーとメモリーで決まります。 これら 2 つのシステム間でメモリーをほぼ均等に保持している場合、プロセッサーの価格から、
2台のサーバーの相対的な価格を大まかに知ることができます。

各レガシー サーバーの 2 基の第 2 世代インテル Xeon スケーラブル プロセッサーの MSRP は合計 22,920 ドルですが、 新しい各サーバーの 1 基の
第 4世代 AMD EPYC プロセッサーのMSRPは 11,805 ドルです。 3 この 48%の価格低減は、新しいサーバーのシステム コストの削減に直結します。
またさらに、 従来より多くの VM をホストすることなどにより、 新しいサーバーにこれまでより多くのメモリーを配置し、 システムの効率を向上して、 そのコ
ストの一部を吸収することができます。

ライセンス効率の向上

同量のコンピューティングを行うために使用するサーバーを減らすことで、 特にサーバー コアごとにライセンスされるソフトウェアのコストを削減するなど、 多く
のコスト削減の機会が得られます。 ライセンス コストは、 サーバーの TCO の大半を占めているわけではないものの、 かなりの金額に達する可能性があ
ります。 ライセンスが必要なコア数を減らすことは、 ライセンス コストを削減する強力な方法になります。

1 つの例を挙げてみましょう。 デル ・ テクノロジーズが実施した調査によると、 第 4世代 AMD EPYC プロセッサーを搭載した最新世代の PowerEdge 
R7625 サーバーは、 第 1世代のインテル Xeon スケーラブル プロセッサーを使用するレガシー サーバーと比較して、 5：1 のサーバー統合を実現します。
具体的には、 10基のインテル Xeon Platinum 8180 プロセッサー（28 コア、 205 W）を使用して 5台の 2S レガシー サーバーで実行されている
380台の VM を、 2基の AMD EPYC 9654 プロセッサー（96 コア、 360 W）を搭載した 2S 2U の PowerEdge R7625 サーバー 1台に正常に移
行できました。 4

Dell PowerEdgeサーバーと第4世代AMD EPYC™プロセッサーで、データセンター設置面積を集約

レガシー サーバー5台に、
インテル® Xeon® Platinum 8180プロセッサーを10基搭載

Dell PowerEdge R7625サーバー1台に、
AMD EPYC 9654プロセッサーを2基搭載

5台を1台に

380台のVM

図 1 | Dell PowerEdge サーバーと第 4世代 AMD EPYCプロセッサーがデータセンターの設置面積の統合をサポート 4

更新されたサーバーのコア数は31%少なくなり、仮想化ライセンス コストの削減に役立ちます。たとえば、VMware®ライセンスの数を、5台のレガシー2S
サーバーの10ライセンスから、新しい2Sサーバーの6ライセンスに削減できます。これにより、VMwareライセンスのコストを40%削減できます。4

もう1つの例では、新しい世代のプロセッサーは、交換された経年数3～5年のプロセッサーよりも高いパフォーマンスを発揮し、より少ないコア数で同レベル
のパフォーマンスを提供できます。この場合、更新後のコア数が少なくなり、パフォーマンス ユニットあたりのVMwareライセンス コストが最大38%削減され
ました。5
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インフラストラクチャ コストの効率化

ソフトウェア コストの削減だけでなく、 更新によってサーバーを統合することで、 物理インフラストラクチャのコストも削減できます。 たとえば、 サーバー数が
少ないと、 使用するネットワーキング リソースも少なくなるため、 ネットワーキング インフラストラクチャのコストを削減できます。 また、 サーバー数が少ないほ
どラック スペースも削減され、 自社のデータセンターの設置面積を削減できます。 また、 コロケーション施設を使用してデータセンターをホストすれば（5：1

のサーバー統合など）、 毎月のコストを直接削減できます。 4

電力消費の管理

レガシー サーバーから最新世代のハードウェアにワークロードを統合することで、 電力消費を削減することもできます。 例として、 図 1 に示す統合シナリ
オの 10基のレガシー プロセッサーは、 合計の最大消費電力が 2,050 W と評価されています。 これに対し、 最新世代のプロセッサーによる合計の最
大消費電力は 720 W であり、 プロセッサーの電力消費量が 64%削減されることを意味します。

サーバーの更新計画において、 世代間で同じ数のサーバーを維持する必要がある場合でも、 いくつかのオプションがあります。 追加のパフォーマンスが
必要になる場合は、 従来の 2 ソケット サーバーを新しい 2 ソケット モデルに置き換えることで、 最新世代のプロセッサーのコア数の増加によるメリットを
得られます。 別の方法として、 2 ソケットのレガシー サーバーを、 同様のパフォーマンスを提供しながら電力消費が少ないシングルソケット サーバーに置
き換えることもできます。 たとえば、 前述のサーバー アップグレード パスの VMmark ベンチマーキングでは、 第 2世代インテル Xeon Platinum 8280 プ
ロセッサーを実行している富士通PRIMERGY RX2540 M5サーバーの平均電力使用量は1,425.14 Wで、第4世代AMD EPYC 9654Pプロセッサー
搭載の PowerEdge R7615 サーバーの平均電力使用量は 982.42 W となっており、 平均電力消費量が 31%減少することを示しています。 8

サーバーを更新すると、 管理機能の最新の進化を活用できます。 それらの機能を使用して、 データセンター全体のパフォーマンス、 効率性、 サステナ
ビリティを向上させることができます。 たとえば、 Dell OpenManage Enterprise Power Managerは、 PowerEdge サーバーおよび他のトップ サーバー 

ベンダーのサーバーのエネルギー使用量と電力消費量の最適化に役立ちます。 リアルタイム モニタリングを使用して、 電力を消費するアプリケーションや
デバイス、 または稼働中であるものの使用されていない 「ゾンビ サーバー」 を特定できます。 ハードウェアとソフトウェアのテレメトリーを使用すると、 エネ
ルギー消費量の削減や、 ラックまたはグループ レベルでの電力使用量の上限設定の手順を自動実行するポリシーを設定しやすくなります。 予測分析
を使用すると、 電力使用の傾向を特定しやすくなり、 電力消費量を削減できるようプロアクティブに変更を加えることができます。 たとえば、 通常の営
業時間外に需要の低いワークロードをスケジュールし、 オフピークの電力料金を活用できます。

最新世代の Dell PowerEdgeサーバーには、 サーバーの冷却に必要な電力量を削減するよう設計された、 高効率の冷却テクノロジーが搭載
されています。 PowerEdgeサーバーは、 Dell Smart Cooling テクノロジーを用いて設計されており、 熱と機械に関する最先端のシミュレーション 
ツールを使用して、 最適な冷却と持続的なシステム パフォーマンスを実現します。

•	 マルチ ベクター クーリング (MVC)は、 PowerEdgeサーバーのケース ファンの速度を調整することで、 変化する環境や構成にインテリジェン
トに適応し、 消費電力を削減して、 サーバーの寿命を延ばすこともできます。

•	 Dell Smart Flowは PowerEdge サーバー シャーシ デザインで、 吸気口の大型化と内部エアフローの障害を削減し、 より効率的な空
気の移動を支援します。

コスト パフォーマンスに優れた方法でサーバーを低温に保つ

図 2 | Dell OpenManage Enterprise Power Managerでの、 過剰な電力使用と温度に関するアラートの設定

>> 5

https://www.dell.com/ja-jp/dt/servers/power-and-cooling.htm
https://infohub.delltechnologies.com/p/multi-vector-cooling-2-0-for-next-generation-poweredge-servers/
https://infohub.delltechnologies.com/p/improved-poweredge-server-thermal-capability-with-smart-flow/
https://www.dell.com/ja-jp/dt/solutions/openmanage/power-management.htm
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サステナビリティの向上

Dell PowerEdge サーバーは、 「環境に配慮した」 データセンターの実現を支援します。 2023年 7月時点で、 PowerEdge サーバーは、 グローバル 
エレクトロニクス カウンシルの Electronic Product Environmental Assessment Tool (EPEAT™) にリストされている唯一の 「シルバー」 認定を受け
たデータセンター サーバーです。 9 EPEATは、 環境的および社会的な責任に関する必須および任意の一連の基準に従って、 対象製品をゴールド、
シルバー、 ブロンズとしてランク付けしています。 PowerEdge サーバーは、 EPEAT によって設定された必須の基準を満たし、 また任意の基準の少なく
とも半分を満たすことで、 「シルバー」 のランキングを達成しています。 10

セキュリティの強化
サイバー攻撃の頻度と重大度が高まりつつある中、 組織は自社のセキュリティ対策が最新のサイバーセキュリティ標準に適合するよう、 プロアクティブに
取り組む必要があります。 アップグレードされたサーバー プラットフォームでは、 最新の多層セキュリティを実装し、 高度なプラットフォーム モニタリングおよ
び管理機能を導入して、 ハードウェア セキュリティ機能を有効にすることができます。

PowerEdge サーバーでセキュリティに総合的に対応

PowerEdgeサーバーは、 セキュリティを念頭にゼロから設計されており、 総合的なセキュリティを提供することが明らかになりました。 サーバーの総合的な
セキュリティとは、 デル ・ テクノロジーズなどの OEMが提供する、 サーバーを攻撃から保護するための防御と、 成功した攻撃に対応するためのアクションの
サポートに役立つ理想的な設計の両方を指します。 PowerEdgeサーバーは、 米国国立標準技術研究所 (NIST)サイバーセキュリティ フレームワーク
に準拠するよう設計されています。 NISTサイバーセキュリティ フレームワークは、サイバー攻撃の 5 つのフェーズ（識別、保護、検出、対応、リカバリー）
全体に関する、 組織向けの標準、 ガイドライン、 ベスト プラクティスで構成されています。

このフレームワークのサブセットは、 サイバーセキュリティのゼロトラスト パラダイムです。 ゼロトラストは、 安全性が実証されるまですべてのユーザーとデバイ
スが信頼されていないと仮定する、 サイバー保護のパラダイムです。 Dell のハードウェアの場合、 このパラダイムは、 不変のハードウェア ルート オブ トラ
スト、 ハードウェア ベースの暗号化から始まります。 この暗号化は、 起動などサーバー内での後続の動作を検証するために使用されます。 この検証に
より、 導入からメンテナンス、 廃棄に至るまでのサーバー ライフサイクル全体にわたって信頼チェーンが確立されます。 起動プロセスのステップが検証に失
敗した場合、 自動 BIOS リカバリーを開始できるようにサーバーがシャットダウンします。

同様に、 PowerEdge サーバーはファームウェア アップデートでデジタル署名を使用し、 特定のサーバーで実行されているファームウェアの信頼性を証明
します。 また、Dell管理ツールを使用し、指定されたベースラインにサーバー ファームウェアを維持することもできます。 OpenManage Enterpriseは、ベー
スラインからの逸脱を検出できるプラットフォーム管理ソリューションです。 組織はその後、 Integrated Dell Remote Access Controller (iDRAC)管理
コントローラーを使用して、 メンテナンスのために、 次回のサーバーの再起動時に修復をスケジュールすることができます。

また、 OpenManage Enterpriseは、 他の方法で組織内のすべてのサーバーにエンドツーエンドのセキュリティを導入するうえでも役立ちます。 ソフトウェ
アによって提供される一元管理では、 リアルタイム モニタリングを使用して潜在的な脅威を検出し、 サーバー アクティビティを検証して、 ユーザー アクセ
スを追跡し、 セキュリティ ログを分析します。 これにより、 重大な損害を引き起こす前に、 潜在的な脅威を特定して対応することが容易になります。

OpenManage Enterpriseは、 データのバックアップとリストア機能を使用して、 セキュリティ侵害から迅速にリカバリーできるよう支援します。 攻撃の影
響を最小限に抑え、 データを確実に保護するために役立つ、 定期的なバックアップとリストア チェックのスケジュール設定を強くお勧めします。

Dell PowerEdgeサーバーは、環境的および社会的な責任に対して
EPEAT™の「シルバー」評価を受けた唯一のデータセンター サーバー

です。9

•	 Dell ダイレクト リキッド クーリング テクノロジーは、 最新の PowerEdge サーバーで使用できます。  水冷は、 単独で使用または空冷と組
み合わせて使用することで、 熱設計電力 (TDP)制限の高いプロセッサーに対して非常に効率的な温度管理を提供します。

https://www.epa.gov/greenerproducts/electronic-product-environmental-assessment-tool-epeat
https://globalelectronicscouncil.org/wp-content/uploads/NSF-426-2019.pdf
https://www.nist.gov/cyberframework
https://www.dell.com/ja-jp/dt/solutions/openmanage/enterprise.htm
https://www.dell.com/ja-jp/dt/solutions/openmanage/idrac.htm
https://infohub.delltechnologies.com/p/dell-technologies-direct-liquid-cooling-support-for-new-poweredge-servers/
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AMD EPYCプロセッサーでハードウェア ベースのセキュリティを活用

第 4世代 AMD EPYC プロセッサーは、 AMD Infinity Guard と呼ばれる強化されたセキュリティ テクノロジーのスイートを提供します。 これは、 既存の
ソフトウェアおよびハードウェアベースのセキュリティを補完するように設計されています。 シリコンに組み込まれたこれらの機能を使用すると、 実行中のワー
クロード、 アクセス中のユーザー、 物理的な場所に関係なく、 x86 サーバー プラットフォーム全体で保護を総合的に拡張できます。

AMD Infinity Guardは、 CPU に実装される次の 5 つのセキュリティ テクノロジーで構成されています。

1.	 AMD Secure Processorは、 不変の Dellハードウェア ルート オブ トラストと連携して BIOS起動を保護し、 検証および確認済みのコンポーネン
トのみが起動および実行されるようにします。

2.	 Secure Memory Encryption (SME)は、 メモリースクレイピング攻撃など、 システム メモリーを標的とする脅威からの保護を支援します。 攻撃
者がシステム メモリーにアクセスした場合でも、 暗号化されたデータを読み取ったり変更したりすることはできません。

3.	 AMD Shadow Stackは、 Return-Oriented Programming (ROP)攻撃からインメモリー データを保護します。 この機能は、 Microsoft のハー
ドウェア強制スタック保護をサポートします。

4.	 Secure Encrypted Virtualization (SEV)は、 ゲスト オペレーティング システムとハイパーバイザー環境を相互に分離することで、 VM に対する
攻撃をブロックします。 SEV Encrypted State (SEV-ES)拡張機能は、 使用中のデータに対する保護レイヤーを追加します。

5.	 SEV-Secure Nested Paging (SEV-SNP)は、 ハイパーバイザーの整合性を保護し、 破損した VM がハイパーバイザーのメモリーにアクセスでき
ないようにします。

まとめ
3年間のハードウェア更新サイクルを含む、 モダナイズされたサーバー戦略を採用している組織は、 サーバー資産の TCO を削減できます。 この所有コ
ストの低減は、 総合的なコストと、 全体的なサーバー パフォーマンス、 効率性、 セキュリティのメリットの両方を通じて実現します。

Prowess Consulting が実施した調査では、お使いのサーバーを最新世代の Dell PowerEdge サーバーおよび AMD EPYC プロセッサーに更新すると、
次のことが可能になります。

•	 第 2世代 AMD EPYC プロセッサーからアップグレードすると、 ワットあたりのパフォーマンスが最大 232%向上 2

•	 第 2世代インテル Xeon スケーラブル プロセッサーからアップグレードすると、 コアあたりのパフォーマンスが 2倍以上向上 7

サーバーを更新すると、 次のようなさまざまな方法で効率性が向上します。

•	 第 1世代インテル Xeon スケーラブル プロセッサーからアップグレードすると、 最大 5：1のサーバー統合により、 サーバー ライセンスの効率性が向上 4

•	 パフォーマンス ユニットあたりの VMware vSphere® ライセンス コストが最大 38%低減 5

•	 第 2世代インテル Xeon スケーラブル プロセッサーからアップグレードすると、 平均電力消費量が最大 31%低減 6

IT環境を最適化する管理上の意思決定を行うことで、 サーバーの更新からさらに多くのメリットが得られます。 たとえば、 Dell Live Opticsは、
ファイル システム、 ストレージおよびデータベースのサーバー、 オンプレミスおよびクラウド環境、 ワークロード、 データ保護運用について詳細まで
確認できるツールです。 これらのインサイトを使用して、 サーバー プラットフォームを可能な限りパフォーマンスと効率性に優れた方法で実行でき
ます。

サーバーのアップグレード後に最も避けたいのは、 リソースの可用性とユーザーの生産性が損なわれることです。 ただし、最新の先端テクノロジー
へのシームレスな移行を実現するには、 社内で保有している知識よりも高いレベルの専門知識が必要になる場合があります。 その場合は、
Dell ProSupport for Enterpriseなどの追加の IT サポートの利用を選択できます。

複雑なインフラストラクチャに関するインサイトとサポート

https://www.amd.com/en/processors/epyc-5-reasons-security
https://www.dell.com/en-us/dt/live-optics/index.htm
https://www.dell.com/ja-jp/dt/services/support-services/prosupport-enterprise-suite.htm#accordion0
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さらに、 環境的および社会的な責任のある新しいサーバー インフラストラクチャは、 データセンターの電力および冷却コストの削減を促します。 9

最後に、 新しいサーバーに更新することで、 サーバー資産のセキュリティを総合的に向上させることができます。 重要なのは、 最新世代のプロセッサー
を搭載した新しいサーバーは、 Dell のハードウェア ルート オブ トラストや AMD Secure Processorなどの機能を通じて、 ゼロトラスト パラダイムの採用
を支援できるということです。 これらの機能は、 セキュリティ侵害を受けたファームウェアを介した攻撃を防ぐために、 サーバー起動プロセスの各ステップで
暗号形式認証を要求します。 AMD SME、 SEV、 SEV-ESなどの機能は、 サーバー オペレーティング システムと、 それらに依存する VM を低レベルの
攻撃から保護するうえで役立ちます。

詳細はこちら 
第 4世代 AMD EPYCプロセッサーを搭載した Dell PowerEdge サーバーの詳細をご覧ください。 

Prowess Consulting によるその他の調査レポートをご覧ください。

付録

レジストリーとベンチマーク	 説明

Electronic Product Environmental Assessment 
Tool (EPEAT™)

環境的および社会的な責任に関する EPEAT の基準を満たす製品のレジストリー。 
対象製品には、 ブロンズ、 シルバー、 ゴールドの認定が付与されます。

SPEC CPU® 2017 の結果 コンピューティング負荷の高いパフォーマンスを測定および比較します。

VMmark® 3.x 仮想化ワークロード混在環境の電力パフォーマンスを測定します。

表 A1 | この調査に使用されたベンチマークとレジストリー

https://www.dell.com/ja-jp/dt/servers/amd.htm#tab0=0&tab1=0&accordion0
https://prowessconsulting.com/labs/
https://epeat.net/search-computers-and-displays
https://epeat.net/search-computers-and-displays
https://spec.org/cpu2017/results/
https://www.vmware.com/products/vmmark/results3x.html
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¹	 Tech Republic、 『Forrester：Why Faster Refresh Cycles and Modern Infrastructure Management are Critical to Business Success』 デル ・ テクノロジーズの委託による 
Forrester Consulting のレポート。 2018年 12月。

²	 2023年 7月時点の VMmark® 3.xサーバーの電力パフォーマンス結果に基づきます。 2基のインテル ® Xeon® Platinum 8280 プロセッサーを搭載した 2S 2Uの Fujitsu® PRIMERGY® 
RX2540 M5サーバーと、1基の AMD EPYC 9654P プロセッサーを搭載した 1S 2Uの Dell PowerEdge R7615サーバーを比較しました。インテル Xeon Platinum 8280プロセッサー：
28 コア、 205 W、 サーバー PPKW スコア = 6,329/kW、 0.0565/kW/ コア。 AMD EPYC 9654Pプロセッサー：96 コア、 360 W、 サーバー PPKW スコア = 21,0179/kW、 0.1094/
kW/ コア。 出典：『VMmark 3.x server power-performance results』

³	 インテル Xeon Platinum 8280プロセッサーのMSRP = 11,460 ドル。 出典：インテル、 『インテル ® Xeon® Platinum 8280 プロセッサー』 2023年 7月にアクセス。（メモ：インターネッ
ト アーカイブにある当Web サイトのアーカイブされたコピーには、 提示前の価格情報は含まれません。 したがって、 この分析では現行の価格が使用されました。）AMD EPYC 9654Pプ
ロセッサーの MSRP = 11,805 ドル。 出典：Paul Alcorn、 『AMD 4th-Gen EPYC Genoa 9654, 9554, and 9374F Review: 96 Cores, Zen 4 and 5nm』 Tom’s Hardware。
2022年 11月。（メモ：プロセッサーの仕様は、 1,000 ユニットの購入に対してのみ定価の詳細に記載されています。）

4	 デル ・ テクノロジーズが 2023年 3月に実施した VMmark® 3.x ベンチマークに基づく結果。 2基のインテル ® Xeon® Platinum 8180 プロセッサーを搭載した 10台の 2S サーバー上の
380台の VM が、 2基の AMD EPYC 9654 プロセッサーを搭載した 2S 2U の Dell PowerEdge R7625 サーバー 2台に移行されました。 出典：Dell、 『Save Time, Rack Space, 
and Money—5:1 Server Consolidation Made Possible with the Latest AMD EPYC Processors』 2023年 4月。 VMware vSphere® 仮想化ソフトウェアは、 コアまたはソケット
のいずれかでライセンスを取得できます。 このシナリオでライセンスを計算する最もコスト パフォーマンスに優れた方法は、ソケット単位の方法を使用することです。 この場合では、プロセッサー
あたり 1 つの vSphere ライセンスが必要で、 プロセッサーあたりの最大コア数は 32 です。 これにより、 レガシー サーバーあたり 2 つのライセンス（プロセッサーあたり 28 コア、 サーバーあた
り 2 つのプロセッサー）、 新しいサーバーあたり 6 つのライセンス（プロセッサーあたり 96 コア、 サーバーあたり 2 つのプロセッサー）と算出されます。 出典：VMware、 『License Usage 
Calculation』 2023年 6月。

5	 2023年 7月時点での SPECrate® 浮動小数点 (SPECfp) および整数 (SPECint) テストに基づきます。 それぞれ 2基のインテル ® Xeon® Platinum 8280 プロセッサーを搭載した 2S 
2U の Fujitsu® PRIMERGY® RX2540 M5 サーバーの 2 ノード クラスターと、 それぞれ 1基の AMD EPYC 9654P プロセッサーを搭載した 1S 2U の Dell PowerEdge R7615 サーバーの
2 ノード クラスターを比較しました。 インテル Xeon Platinum 8280プロセッサー搭載の富士通 PRIMERGY RX2540 M5 サーバー：28 コア、 4 つの VMware vSphere® ライセンス。
SPECfp = 283、SPECint = 342、コアあたりのスコアの幾何平均 = 311.10、vSphere ライセンスあたり 77.77。 AMD EPYC 9654Pプロセッサー搭載の Dell PowerEdge R7615 サー
バー：96 コア、 6 つの VMware vSphere ライセンス。 SPECfp = 704、 SPECint = 825、 コアあたりのスコアの幾何平均 = 762.10、 vSphere ライセンスあたり 127.01。 vSphere ライ
センスあたりのそれぞれの幾何平均の比率から取得した、 両方のサーバーの混合パフォーマンスの比較。 出典：『SPEC CPU2017 Results』。 vSphere仮想化ソフトウェアは、 コアまた
はソケットのいずれかでライセンスを取得できます。 このシナリオでライセンスを計算する最もコスト パフォーマンスに優れた方法は、 ソケット単位の方法を使用することです。 この場合では、
プロセッサーあたり 1 つの vSphere ライセンスが必要で、 プロセッサーあたりの最大コア数は 32 です。 出典：VMware、 『License Usage Calculation』 2023年 6月。

6	 2023年 7月時点の VMmark® 3.xサーバーの電力パフォーマンスの結果に基づきます。 2基のインテル ® Xeon® Platinum 8280 プロセッサーを搭載した 2S 2Uの Fujitsu® PRIMERGY® 
RX2540 M5サーバーの 2 ノード クラスターと、 1基の AMD EPYC 9654P プロセッサーを搭載した 1S 2Uの Dell PowerEdge R7615サーバーの 2 ノード クラスターを比較しました。 インテ
ル Xeon Platinum 8280プロセッサー：28 コア、 205 W、 サーバーの平均電力消費量 = 1,425.14 W、 出典：VMware、 『VMmark® 3.1 Results』 2019年 3月。 AMD EPYC 
9654Pプロセッサー：96 コア、 360 W、 サーバーの平均電力消費量 = 982.42 W、 出典：VMware、 『VMmark® 3.1.1 Results』 2023年 3月。

7	 2023年 7月時点の SPECrate® 浮動小数点 (SPECfp)および整数 (SPECint) テストに基づきます。 2基のインテル ® Xeon® Platinum 8280 プロセッサーを搭載した 2S 2Uの Fujitsu® 
PRIMERGY® RX2540 M5サーバーの 2 ノード クラスターと、 それぞれ 1基の AMD EPYC 9654P プロセッサーを搭載した 1S 2Uの Dell PowerEdge R7615サーバーの 2 ノード クラスターを
比較しました。 インテル Xeon Platinum 8280プロセッサー搭載の富士通 PRIMERGY RX2540 M5サーバー：28 コア、 280 W、 SPECfp = 283、 コア当たり 2.526、 SPECint = 342、
コアあたり 3.0535、 コアあたりのスコアの幾何平均 = 2.7777。 AMD EPYC 9654Pプロセッサー搭載の Dell PowerEdge R7615サーバー：96 コア、 360 W、 SPECfp = 704、 コアあたり
7.3333、 SPECint = 825、 コアあたり 4.2968、 コアあたりのスコアの幾何平均 = 5.6134。 それぞれの幾何平均の比率から取得した、 両方のサーバーの混合パフォーマンスの比較。
出典：SPEC、 『SPEC CPU2017 Results』

8	 2023 年 7月時点の VMmark® 3.x サーバーの電力パフォーマンスの結果に基づきます。 2基のインテル ® Xeon® Platinum 8280 プロセッサーを搭載した 2S 2U の Fujitsu® PRIMERGY® 
RX2540 M5サーバーの 2 ノード クラスターと、1基の AMD EPYC 9654P プロセッサーを搭載した 1S 2U の Dell PowerEdge R7615サーバーの 2 ノード クラスターを比較しました。インテル 
Xeon Platinum 8280プロセッサー：28 コア、 205 W、 サーバーの平均電力消費量 = 1,425.14 W、 出典：VMware、 『VMmark® 3.1 Results』 2019 年 3月。 AMD EPYC 9654P
プロセッサー：96 コア、 360 W、 サーバーの平均電力消費量 = 982.42 W、 出典：VMware、 『VMmark® 3.1.1 Results』 2023 年 3月。

9	 グローバル エレクトロニクス カウンシル、 EPEAT™製品レジストリー。 製品名：Dell PowerEdge サーバー。 製品タイプ：すべてのサーバー。 製造元：Dell。 使用場所：すべて。   
EPEAT階層：シルバー。 ステータス：アクティブ。 2023年 5月にアクセス。

10 グローバル エレクトロニクス カウンシル、 『EPEAT™ ポリシー マニュアル』 2023年 7月。
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